G enkiLife

HEE: YVAXOVIAYYXE/ Y O—F L
74045 B2 AMRe87650

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

F5H

FIREE
HTE

nIRIER

BIEFR
RI&
BZFID
SwissProt ID
RER

Al
Bt

ERA DY EE/ Y O—FIIHUR

SEFE

WB,IHC,ICC/IF,FC,IP

Eb ¥UX Ty b

E[=2544

REIE

I9G

®/90—F+1L

RIR

0.5mg/ml, AEYFOEEFO Y MIk>TERADIZEENHYET.
7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AW

KER
50mM fUXG Yy (pH74) . 0.15M NaCl, 40%% )to—J. 0.01%7 o+ tU D
L, 0.05%fRESR VN BERACHRCTRHASNEY. ZEAL L 12 yBERETY.

FT4 =T 1 —FER

WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:2000,ICC/IF 1:20-1:50,FC 1:200-1:500,IP 1:20-1:50

Calculated MW:33 kDa; Observed MW:33 kDa

Syntaxin 1A

STX1; HPC-1; P35-1; SYN1A

6804, 20907, 116470

Q16623, 035526, P32851
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はシンタキシンスーパーファミリーのメンバーをコードしています。シンタキシンは神経系特異的なタンパク質であり、シナプス小胞とシナプス前細胞の細胞膜とのドッキングに関与しています。シンタキシンは、C末端に単一の膜貫通ドメイン、SNARE（可溶性NSF（N-エチルマレイミド感受性融合タンパク質）-接着タンパク質受容体）ドメイン（H3として知られる）、およびN末端に調節ドメイン（Habc）を有しています。シンタキシンはカルシウム依存的にシナプトタグミンに結合し、C末端のH3ドメインを介して電圧依存性カルシウムチャネルおよびカリウムチャネルと相互作用します。この遺伝子産物は、イオンチャネルの制御とシナプス開口放出における重要な分子です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年9月]
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	シンタキシン 1A ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

